
 

～「守り」「教える」ことが大切です～ 

京都府警察 

保護者のみなさんへ 

 「近くにいるから大丈夫」とは限りません。 

「危ない！」と思ったときに、子どもを守ることができるよう、目も心も離さないように

しましょう。 

 屋外では、手が離れてし

まわないように、しっかり

と手首の部分を握るなどし

て、安全を確保しましょう。 

京都市内で、幼児の関係する重大事故が発生しました。 

子ども達が交通事故に遭わないために、保護者ができることをもう一度確認

し、かけがえのない命を守りましょう。 

 

 遊ばせる前に、安全が確

保されている場所なのかど

うかを確認しましょう。 

 

 子ども達自身が、自分で

判断して身を守ることがで

きるように教えていくこと

も、保護者の大きな役割の

ひとつです。 

 交通事故に遭わないため

にはどうすればよいか、分

かりやすい言葉で、繰り返

し教えましょう。 


